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住まい支援の連携強化のための連絡協議会 
 

「コロナ禍における現状と課題」ほか  
１．日常から非日常への変化   ・事業所（日中活動、学校、など）の自粛や閉鎖により生活が変化   ・地域の状況掌握（法人や事業所のスタンスの違い、基幹相談の有無、 

など）の必要性   ・非日常下で必要な支援（代替え支援や訪問や電話による支援、など）    平時におけるリスクマネジメントとアセスメント   
・余暇や外出の自粛に伴う生活の変化    楽しみが減ることへの支援（説明や理解、など）   ・ご本人への説明や情報提供     ・自宅での過ごし方（いないはずの両親がいる、など） 
・感染リスクが高いご家庭への家族支援、虐待や家庭でのストレス 
マネジメント  

２．感染拡大防止に関する対応   ・相談支援事業所の体制整備    マスクや消毒、フェイスシールドや防護服、等の整備   ・感染者が出た時の対応と準備    相談者の緊急時名簿やリスク管理、保健所や関係機関との連携  
３．感染に対する対応   ・家族が感染    支援者の確保と生活の維持、一時的な保護場所、自宅待機と検査結果が 

出るまでのタイムラグ（ご本人も濃厚接触者） 
・本人が感染  医療的ケアの必要な方や、行動障害などの方の入院先がない  発見が遅れる、発見に至らない、利用している事業所や濃厚接触者及び 
感染経路の掌握と啓発 
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４．就労に関する対応   ・雇止めや解雇、実習の中止に対する支援    ご本人からの訴えがないと状況が把握しにくい      ・適正な休業補償に対する支援    ご本人からの訴えがないと状況が把握しにくい  
５．日常的に相談支援や福祉サービスを利用している（つながっている）方   単身生活、または家族中心の支援で生活をしている（つながっていない）方   の大きな差  
６．新たな発見   ・ソーシャルディスタンスの効果     スーパーでの買い物、いけなかった学校への登校     ・今回のコロナ禍で起きた事、地域で起こったことを整理し次につなげる     地域のリスクマネジメント      

本日は、貴重なお時間を頂きありがとうございました           




